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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第18期
第１四半期
累計期間

第19期
第１四半期
累計期間

第18期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 （千円） 1,082,769 1,308,797 4,756,348

経常利益 （千円） 66,496 94,862 361,994

四半期（当期）純利益 （千円） 40,030 59,795 211,933

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 414,462 414,462 414,462

発行済株式総数 （株） 1,290,860 1,290,860 1,290,860

純資産額 （千円） 1,788,510 1,924,938 1,865,150

総資産額 （千円） 2,655,212 2,968,664 2,955,431

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 31.12 48.62 168.58

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 30.73 48.35 167.37

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 67.4 64.8 63.1

（注）１　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、当社は、非連結子会社及び関連会社を有しておりませんので、

記載しておりません。

４　１株当たり配当額については、配当を実施していないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社に

おける異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当社は子会社及び関連会社がありませんので、財政状態及び経営成績の状況の分析並びに検討内容は、当社の財

務諸表に基づいて分析した内容であります。また、当社の事業は電子書籍事業のみであり、事務所も本店のみとなっ

ているため報告セグメントはありません。　

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）財政状態の分析　

（資産の部の分析）

  流動資産は、前事業年度末と比べて1,857千円（0.1％）減少し、2,664,123千円となりました。

　主な増減内容として、現金及び預金が121,710千円増加、一部取引先からの回収期間短縮により、売掛金が94,443

千円減少、有価証券が24,527千円減少しております。

　固定資産は、前事業年度末と比べて15,091千円（5.2％）増加し、304,541千円となりました。

　主な増加内容として、投資その他の資産が15,708千円増加しています。

　なお、当第１四半期累計期間において、重要な設備の新設および除却は発生しておりません。

　この結果、資産合計は、前事業年度末に比べて13,233千円（0.4％）増加し、2,968,664千円となりました。

（負債の部の分析）

　流動負債は、前事業年度末と比べて、46,554千円（4.3％）減少し、1,043,726千円となりました。

　主な増減内容として、買掛金が6,920千円増加、未払金が17,971千円増加、未払法人税等が73,142千円減少してお

ります。

　この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて46,554千円（4.3％）減少し、1,043,726千円となりました。

（純資産の部の分析）

　純資産合計は、前事業年度末と比べて、59,787千円（3.2％）増加し、1,924,938千円となりました。

　主な増加内容として、四半期純利益59,795千円の獲得を計上しております。

　この結果、自己資本比率は64.8％（前事業年度末は63.1％）となりました。

 　

(2）経営成績の分析　

　当第１四半期累計期間における我が国経済は、全体として内需は停滞しており、不安定な欧米景気や円高などで

企業の収益環境も厳しさが続いたことから、生産活動は低下傾向となりました。国内景気は自律回復には至って

おらず、踊り場局面を余儀なくされています。

　当社を取り巻く事業環境は、当社がサービスを展開している端末のひとつである、スマートフォンの普及が拡大

しています。IDC Japan株式会社の調査によりますと、平成24年１月～３月のスマートフォンの国内出荷台数は

655万台と前年同期比68.2％増となっています。

　一方で、株式会社インプレスＲ＆Ｄの発表によりますと、平成23年度の電子書籍の市場規模は629億円、成長率は

前年度比3.2％減であったと推計されております。微減の原因は、新たなプラットフォーム（スマートフォンやタ

ブレット端末等）向け電子書籍市場は急速に拡大していますが、デジタルコンテンツのスマートフォンへのシフ

トがスムーズに進んでいないことから、従来の携帯電話向け電子書籍市場の落ち込みを補完できていないためと

見られています。

　このような環境の中で、当社では、長期的戦略から広告宣伝の強化を図りました。また、ユーザーに対するサービ

スの改良、コンテンツの拡充に力を注ぎました。

　この結果、当第１四半期累計期間の経営成績は、売上高は1,308,797千円（前年同期比20.9％増）、営業利益は

102,085千円（前年同期比71.7％増）、経常利益は94,862千円（前年同期比42.7％増）、四半期純利益は59,795千

円（前年同期比49.4％増）となりました。

　以下、事業の業績を示すと次のとおりであります。
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＜電子書籍事業＞

①本店による電子書籍販売

　当第１四半期累計期間においても、引き続き３Ｐ戦略（プロモーション・プレイス・プロダクト）による販

売拡大を図りました。なお、プロモーション戦略とは、広告やポイント付与等を用いた集客施策を指し、プレイ

ス戦略とは、サイト改良やサイトを利用する上での、サービス内容改良等によるユーザー利便性の向上施策を

指し、プロダクト戦略とは、掲載コンテンツの質・量両面での充実等の施策を指します。

　プロモーション戦略としては、効果の高い広告の選定やポイント付与施策等、購買に結びつく集客に注力しま

した。また、ユーザー参加型のキャンペーンの実施や、Twitter®、Facebook®を活用してのＰＲ企画も継続して

行っております。

　プレイス戦略としては、「電子書店パピレス」のサイト改良を行う等、ユーザーがより使いやすいサイト構築

を目指しました。

　プロダクト戦略としては、コミック、小説・ノンフィクション、ビジネス書、趣味実用書等、幅広いジャンルの

書籍を入荷しました。新しいコンテンツとしては、音声合成エンジンを使用したオーディオブックを配信して

おります。また、当社独自のコンテンツ開拓のために、インターネット上で誰でも電子書籍作品の投稿が可能

で、ユーザー間の交流機能も付加した「upppi」というサービスを開始しております。なお、平成24年６月末現

在における掲載冊数は142,515冊（コミック46,725冊、小説・ノンフィクション48,304冊、写真集27,729冊、そ

の他19,757冊）となっており、当第１四半期累計期間における販売冊数は3,775,155冊（コミック3,212,703

冊、小説・ノンフィクション493,529冊、写真集40,037冊、その他28,886冊）となりました。

　この結果、当第１四半期累計期間における、本店による電子書籍販売の売上高は1,289,588千円（前年同期比

21.3％増）となりました。

②提携店を通じた電子書籍販売

　当社で開発した「eBookBank」電子書籍販売支援システムを用いて、他社ＰＣ・携帯電話のＥＣサイトで委託

販売を行う等、当社と提携する店舗を通じた電子書籍販売について計上しております。また、アジア圏を中心と

した海外での電子書籍配信を進めており、これについて計上しております。

　当第１四半期累計期間における、提携店を通じた電子書籍販売の売上高は15,900千円（前年同期比14.9％

減）となりました。

③その他

　提携店への「eBookBank」電子書籍販売支援システムの提供、電子書籍の受注制作等を行っております。当第

１四半期累計期間における、その他の売上高は3,308千円（前年同期比190.9％増）となりました。

　

　（注）「Twitter®」は、Twitter,Inc.の商標です。

　　　　「Facebook®」は、Facebook,Inc.の商標です。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

　

(4）研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、8,287千円であります。

なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,500,000

計 4,500,000

　

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,290,860 1,290,860

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数　100株

計 1,290,860 1,290,860 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額　
（千円）

資本金
残高　
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

　　平成24年４月１日～

　　平成24年６月30日　　　
－ 1,290,860 － 414,462 － 189,389

　　　　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

①【発行済株式】

　 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　　60,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　1,229,000 12,290 －

単元未満株式 普通株式　　　　　960 － －

発行済株式総数 　　　　　　1,290,860 － －

総株主の議決権 － 12,290 －

　

②【自己株式等】

　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名

又は名称　
所有者の住所　

自己名義

所有株式数

（株）　

他人名義

所有株式数

（株）　

所有株式数

の合計

（株）　

発行済株式総数

に対する所有株式

数の割合（％）　

株式会社パピレス　
東京都豊島区

東池袋３－23－14　
　60,900 　－ 　60,900 　4.72

計　 －　 　60,900 　－ 　60,900 　4.72

　　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。　

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成24年４月１日から平成24年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,574,961 1,696,672

売掛金 894,648 800,204

有価証券 109,947 85,420

コンテンツ資産 288 653

その他 90,671 85,582

貸倒引当金 △4,536 △4,410

流動資産合計 2,665,981 2,664,123

固定資産

有形固定資産 7,072 6,691

無形固定資産 736 499

投資その他の資産 281,642 297,350

固定資産合計 289,450 304,541

資産合計 2,955,431 2,968,664

負債の部

流動負債

買掛金 513,505 520,426

未払金 286,657 304,628

未払法人税等 102,170 29,027

賞与引当金 14,961 10,650

その他 172,986 178,993

流動負債合計 1,090,281 1,043,726

負債合計 1,090,281 1,043,726

純資産の部

株主資本

資本金 414,462 414,462

資本剰余金 189,389 189,389

利益剰余金 1,387,142 1,446,937

自己株式 △125,860 △125,860

株主資本合計 1,865,133 1,924,929

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 16 8

評価・換算差額等合計 16 8

純資産合計 1,865,150 1,924,938

負債純資産合計 2,955,431 2,968,664
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 1,082,769 1,308,797

売上原価 474,093 541,808

売上総利益 608,676 766,988

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 292,803 405,742

代金回収手数料 125,197 126,351

貸倒引当金繰入額 3,513 2,545

賞与引当金繰入額 3,958 6,075

その他 123,746 124,189

販売費及び一般管理費合計 549,220 664,903

営業利益 59,456 102,085

営業外収益

受取利息 27 911

退会者未使用課金収益 ※
 7,275

※
 7,495

営業外収益合計 7,303 8,406

営業外費用

為替差損 7 15,629

自己株式取得費用 255 －

営業外費用合計 263 15,629

経常利益 66,496 94,862

税引前四半期純利益 66,496 94,862

法人税、住民税及び事業税 21,718 28,064

法人税等調整額 4,747 7,002

法人税等合計 26,465 35,066

四半期純利益 40,030 59,795
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産に

ついて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、この変更による損益に与える影響はありません。

　

【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※退会者未使用課金収益

　ユーザーが電子書籍コンテンツをダウンロード又は閲覧するために、前もって購入したポイントのうち、当第

１四半期累計期間において失効した金額を「退会者未使用課金収益」として計上しております。

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 765千円 617千円

 

（株主資本等関係）

前第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自　平成24

年４月１日　至　平成24年６月30日）

１　配当金支払額

　該当事項はありません。

　

２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後

となるもの　

　　該当事項はありません。

　　

（セグメント情報等）

前第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自　平成24

年４月１日　至　平成24年６月30日）　

【セグメント情報】　

  当社は、電子書籍事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 31円12銭 48円62銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 40,030 59,795

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 40,030 59,795

普通株式の期中平均株式数（株） 1,286,175 1,229,916

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 30円73銭 48円35銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 16,402 6,787

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

―　 ―　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書 　

　

 　   平成24年８月６日

株式会社パピレス   

　取締役会　御中    

　

 有限責任監査法人　トーマツ 　

　

 
指定有限責任社員

業務執行社員
　公認会計士 向　　眞生　　㊞

　

 
指定有限責任社員

業務執行社員
　公認会計士 礒﨑　実生　　㊞

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社パピレス

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第19期事業年度の第１四半期会計期間（平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パピレスの平成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する

第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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